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り越えようとした。そして彼は γ ーシャノレとの対立点士際立たせることによっ














ター も， ケイ yズがピグーに対して非難をあびせたごとく，マーシャノレを標的
に選び， これをめがけて矢を放つことで独自性を獲得したのである。
付 言日
本論文は1985年6月，菱山泉教授とシュンベ ターについて議論したことに端を発
する。同庁中に書き上げた論文を縮小・修正したものが本論文である。有益なコメン
トを与えられた菱山教授，及びゼミにおいて γュンベーターを取り上げて下さった故
馬場E雄教授にお礼を申 L~げる次第である。
